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研究成果の概要（和文）：  本研究の目的は、全国の縦断データを用いて家庭内無償労働配分の変更や通院が主
観的健康感に与える効果を調べて、社会経済的要因に起因する健康格差の是正策を検討することである。第一
に、中年女性の無償労働の家庭内配分に留意し、東大「壮年パネル調査」 (JLPS-M) を用いて日本人成年男女の
健康損失を金銭評価した。第二に、厚生労働省「中高年者縦断調査」を用いて、外来受診が患者の主観的健康感
に及ぼす影響を調べ、高血圧患者の健康に対する受診の因果効果を評価した。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study is to investigate the effects of changes in the 
unpaid household responsibilities and physician visits on subjective health using national 
longitudinal data, and to examine measures to correct health disparities due to socioeconomic 
factors. First, using the Japanese Life course Panel Survey - a Middle aged panel (JLPS-M) of the 
University of Tokyo, I focused on the intra-household distribution of unpaid work among middle-aged 
women and assessed the health losses of Japanese adult men and women in monetary terms. Second, I 
used data drawn from the Longitudinal Survey of Middle-Aged and Elderly People conducted by the 
Ministry of Health, Labour and Welfare, and examined the effect of outpatient visits on patients' 
subjective health and assessed the causal effect of physician visits on the health of hypertensive 
patients.

研究分野：医療経済学

キーワード： 高血圧　受診の継続　平均治療効果　Physician visits　Well-being valuation　Work-to-family conf
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、これまでの国内外の研究の延長線上で新たな知見を与えた。パネルデータ分析の結果に基づいて、
(1) 有業女性の健康を維持して生活満足度の低下を避けるためには、高いレベルの仕事と家庭の葛藤を解消しよ
うと家事労働を夫が分担することが肝要であることを示し、(2) 糖尿病、低学歴、喫煙習慣のある高血圧患者に
対して、連続した受診を促すことが必要であることを明らかにした。ほとんどの国において高血圧患者の血圧管
理率は低いことが観察されており、高血圧患者の血圧コントロールを強化して通院の効果を高めるうえで、上記
の知見は有用と思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

英国政府に孤独問題担当国務大臣が設置された 2018年 1月以降、先進国における孤

独や社会的孤立は国を挙げて取り組むべき課題と位置づけられており、専門家の間では、

孤独感が肉体的・精神的健康を害し、社会的孤立の解消が将来の医療費抑制に寄与する

と考えられている。例えば、Mihalopoulos et al.(2019)は、社会的孤立者が人々と交流し

たいというニーズを満たそうと医療者の援助を求める傾向がある点を指摘し、近年の研

究のほとんどが、社会的孤立者の外来医療費や入院医療費は、社会的非孤立者のそれら

を上回っており、社会的孤立の解消が医療費の削減に繋がるとしている。 

一方、地域住民との繋がりに欠ける者が精神的不健康や貧困から抜け出せない傾向が

ある日本において、互助 (地域との繋がり等) の重要性が指摘されている。互助は現役

世代の健康格差縮小に寄与すると思われるが、働き方改革に関する研究が盛んになって

いる半面、家庭内無償労働配分の変更や通院 (外来医療サービス受診) の効果に焦点を

当てた研究は少ない。市場労働中心の男性と対照的に、家事・育児、家族介護、就労な

ど多くの役割に直面する女性が、過半の世帯において互助を担っていることから、互助

が健康に与える効果の性差は小さくないと考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、有配偶・無業の女性の無償労働評価額が北欧よりも低い点に注意を

払い、全国の縦断データを用いて家庭内無償労働配分の変更や通院が主観的健康感に与

える効果を調べて、社会経済的要因に起因する健康格差の是正策を検討することである。

家事、就業など多くの役割を担う女性の自由時間は、市場労働中心の男性に比べて少な

い。互助が健康に与える効果が大きい場合、共働き世帯において女性の主観的健康感の

評価額を高めるために、配偶者の時間配分を変更することが当該世帯の生活満足度向上

に寄与すると思われる。 

 

３．研究の方法 

第一に、東大「壮年パネル調査」 (JLPS-M) を用いて日本人成年男女の主観的健康感

の悪化 (健康損失) を金銭評価し、就労者や妻といった複数の役割を持つ中年女性の健

康損失が 1年間の実質等価世帯所得よりも大きいかを明らかにする。 

第二に、医療保険サービスを利用して医療機関に通院することが患者の主観的健康感

に与える影響、患者の通院の効果 (受診の副次的な効果) を調べるために厚生労働省

「中高年者縦断調査」を用いる。同調査において第 1回調査時に 57-59歳であった者が

第 14回調査(H30)において 70-72歳であり、患者自己負担率が低くなる年齢に達してか

ら受診件数が増加した者が含まれている。ADL に変化なし、持病の病状が治療等開始

時期から変化なしであっても、医療機関に通院することによって主観的健康感や精神的

健康状態が改善されたかを分析可能である。調査月における、病気やけがの治療のため

の費用の有無と治療費のデータを用いて、治療費が 1円以上の者を「通院歴あり」とみ

なして、通院が患者の主観的健康感に与える影響を分析する。 

 



４．研究成果 

 本研究で得られた主な成果は、以下のように要約される。東大「壮年パネル調査」を

用いた研究の成果 (学術論文) は【1】であり、【1】の和訳が著書【2】に所収されてい

る。厚生労働省「中高年者縦断調査」を用いた研究の成果 (同) は【4】と【7】である。

これらの研究に付随する形で【3】、【5】と【6】の研究成果も得られた。 

 

【1】Kumagai, N. (2021a) Valuation of health losses of women with multiple roles using a well-

being valuation approach: Evidence from Japan. PLOS ONE 16(5): e0251468. 1-13. 21年 5月 

就業や、高頻度の家事労働など複数の役割を担っており、習慣的に運動するのが難し

いと思われる日本の中年男女に焦点を当てて Kumagai (2021a)は、彼らの健康損失を金

銭評価した。家庭生活に支障を生じさせるような働き方や女性に偏った家事労働負担を

続ければ、複数の役割を担っている女性の健康が損なわれ、同時に彼女らの生活満足度

が低下する。Kumagai (2021a)は、複数の役割を担っている女性の健康損失評価額が年間

の実質等価世帯所得の 1.47 倍 (=0.954/0.649）に相当する金額であり、複数の役割を担

っている男性の健康損失評価額よりも大きいことを示した (US$32,589.88=332.88 万円

×1.028, 1US$=105円, 2010年基準)。Table 1の Female Workers with Multiple Roles の列に

記している係数推定値を用いて上記の結果を得た。 

有業女性の健康を維持して生活満足度の低下を避けるためには、高いレベルの仕事と

家庭の葛藤 (work-to-family conflict; WFC) を解消しようと家事労働を夫が分担すること

が肝要である。配偶者が家庭の掃除に高い頻度で従事すれば、等価世帯所得の 9.5%相

当額だけ女性の健康損失額を減らすことができる。配偶者の掃除の頻度を考慮しなけれ

ば、女性の健康損失額が実質等価世帯所得の 1.57倍に増える。 

 

 

 

【2】熊谷成将 (2022) 『ライフスタイルと健康感の経済分析』晃洋書房 22年 2月 

これまでの科研費基盤研究(C)プロジェクト (2012-14; 2015-18; 2020-23 年度) の主要

研究成果 9本の論文を所収した学術書『ライフスタイルと健康感の経済分析』が 22年



2月に刊行された。解説文「人々にとって「健康」とは？――解説にかえて――」を分

担研究者の西村周三・京都大学名誉教授が執筆した。 

 

【3】Kumagai, N. (2021b) The Impact of the COVID-19 Pandemic on Physician Visits in Japan. 

Frontiers in Public Health, section Health Economics 9:743371. 21年 10月 

社会保険診療報酬支払基金の月次データを用いた Kumagai(2021b)は、2度目の緊急事

態宣言後、感染拡大に起因する外来受診件数の低下がほぼ半減したことや、1度目の緊

急事態宣言下の未就学児の受診低下の地域差が小さくなかったことを明らかにした。 

 

【4】Kumagai, N., Nishimura, S., Jakovljevic, M. (2023) Could High Continuity of Care (COC) 

have a Negative Impact on Subjective Health of Hypertensive Patients? A Japanese Perspective. 

Cost Effectiveness and Resource Allocation 21:39-48. 23年 6月 

高血圧患者の血圧管理率は、ほとんどの国で低いことが観察されている。日本では、

高血圧患者における医師の診察の有効性を検討した先行研究はない。Kumagai et al 

(2023)は、高血圧患者における受診継続の効果を定量化するために、高血圧患者の健康

に対する受診の因果効果を評価した。医師の受診が患者の健康アウトカムに及ぼす因果

効果を検討するために、逆確率治療重み付けと二重ロバスト推定を用い、被治療者に対

する平均治療効果の推定値を得た。高血圧患者の 3年連続の通院が患者の「悪い主観的

健康感」に対して負に有意に影響することと、運動習慣なしの患者は継続的に通院せず、

「悪い主観的健康感」を感じやすい傾向があることを明らかにした。 

高血圧患者にとって、特にかかりつけ医から継続的な指導を受ける場合には、30 日

ごとの定期的な受診は効果的である。高血圧患者の血圧コントロールを強化することは

医師にとって重要であるため、糖尿病、低学歴、喫煙習慣のある高血圧患者に対して、

連続した受診を促進することが必要である。 

 

 



 

【5】Kumagai, N. & Fukuda, H. (2023) Distinct effects of community-based activities on long-

term care needs: A study using zero-inflated Poisson regression. Global Health Econ Sustain. 

GHES;1(1):0891 (1-13). 23年 9月 

介護の必要性が高まっている国々では、高齢者の社会的孤立が大きな問題となってい

るが、これまでの観察研究では、どのような地域に根ざした活動が高齢者の介護ニーズ

を軽減できるかを明らかにしたものはない。介入研究と観察研究のギャップを埋める

Kumagai & Fukuda (2023)の結果は次の通りである。第一に、独居高齢者の介護ニーズに

対する主観的な悪い健康感の影響の大きさは、他の家族と同居している高齢者の 5倍で

ある。第二に、地域ベースの介護予防への参加は、一人暮らしの高齢者の介護ニーズを

減らすことができる。同じ効果は、家族と同居している高齢者では観察されなかった。

高齢者は主観的な健康状態が悪いと外出を控える傾向があるが、一人暮らし高齢者の地

域介護予防への参加促進が、介護ニーズ削減のための最重要戦略である。 

 

【6】熊谷成将 (2022) 「ミクロ健康データ利用の 2つの課題」『関西学院大学 経済学論

究 (高林喜久生博士退職記念号)』76(3):21-39. 22年 12月 

伝統的な家族価値観が支配的な地域において、義務感や社会的圧力から介護を続けて

いる家族介護者の負担が減少していない。このことに着目した熊谷(2022)は、可視化し

づらい社会的圧力の代理変数として「主たる家族介護者の地域別介護時間」を用いて、

家族介護に係る地域の異質性を考慮した回帰分析を行った。主介護者になる要因のひと

つは、50代女性の地域別平均介護時間が長い地域の居住である。しかし、観察されない

地域の特性は、主介護者になることに影響を与えるものの高負荷介護の確率を高めない。

要介護度 3以上の要介護者を介護することが高負荷介護の確率を高める要因である。高

負荷介護に起因する家族介護者の精神的健康状態の悪化を防ぐために、主介護者が長期

間に渡って施設入所予定者に高負荷介護を提供しないことが重要である。 

 

【7】Kumagai, N. & Jakovljevic, M. (2024) Random Forest Model used to Predict the Medical 

Out-of-Pocket Costs of Hypertensive Patients. 日本経済学会 2024 年度春季大会発表論文 

(24年 5月 25日) 東京経済大学 (東京都国分寺市) 

脳卒中や虚血性心疾患の主要な原因の 1つである高血圧の医療費抑制は、日本政府に

とって重要な課題である。高血圧外来患者の医療費自己負担の最高四分位を正確に予測

するために、Kumagai & Jakovljevic(2024)は、他の生活習慣病の合併症やデータの非線形

性に着目し、全国の縦断データを用いてランダムフォレストモデルを推定した。 

 日常生活動作 (ADL) に困難がない高血圧患者の医療費自己負担の予測精度は、過去

2年間連続して医師を受診したすべての高血圧患者の予測精度よりもわずかに優れてい

る。医療費自己負担の最高四分位の重要な変数は、年齢、糖尿病または脂質異常症、習

慣的な運動不足、中等度または強度の定期的な運動であった。高血圧外来患者の医療費

自己負担を削減するために糖尿病または脂質異常症の合併症を予防することは重要で

あるから、ADL に困難がない高血圧患者に対して中等度または強度の定期的な運動が

推奨される。 
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